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舞台『レミング』公演会場／パルコ劇場（渋谷区）
6  舞台を見に来た観客に、三沢産にんにくの魅力を

　 伝えるおいらせ農協組合員
7  特産物ＰＲを応援する観光大使の九條今日子氏
8  寺山修司に縁深い三沢市に興味を示す来場者
9  三沢市の特産物などを手渡される舞台出演者

10  出演者に囲まれる種市市長とおいらせ農協組合員

　

５
月
11
日
、
種
市
市
長
は
市
観

光
協
会
や
お
い
ら
せ
農
協
と
共

に
、
東
京
都
内
2
カ
所
を
訪
れ
、

三
沢
産
ご
ぼ
う
や
ミ
ス
・
ビ
ー
ド

ル
号
の
模
型
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
を
手
渡
し
な
が
ら
三
沢
の

魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

　

最
初
に
訪
れ
た
の
は
、こ
の
日
、

三
沢
市
で
一
部
ロ
ケ
が
行
わ
れ
た

映
画
『
家
』
が
公
開
さ
れ
る
船
堀

シ
ネ
パ
ル
（
江
戸
川
区
）。
上
映

前
の
早
い
時
間
か
ら
行
列
を
作
る

来
場
者
に
、
種
市
市
長
と
市
観
光

協
会
の
佐
々
木
会
長
は
笑
顔
で
特

産
品
や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手

渡
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
観
光
協

会
職
員
と
お
い
ら
せ
農
協
組
合
員

ら
も
法
被
を
ま
と
い
、
積
極
的
に

三
沢
を
Ｐ
Ｒ
。
ご
ぼ
う
や
に
ん
に

く
、
な
が
い
も
な
ど
、
特
産
物
の

品
質
の
良
さ
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

上
映
直
前
に
は
、
秋
原
監
督
や

出
演
者
の
西
村
知
美
さ
ん
、
小
倉

一
郎
さ
ん
と
種
市
市
長
が
舞
台
上

に
並
び
、
来
場
者
へ
あ
い
さ
つ
。

映
画
『
家
』
へ
エ
ー
ル
を
送
る
と

と
も
に
、
世
界
初
の
太
平
洋
無
着

陸
横
断
飛
行
を
成
し
遂
げ
た
ミ

ス
・
ビ
ー
ド
ル
号
の
偉
業
や
、
生

産
量
・
品
質
日
本
一
を
誇
る
ご
ぼ

う
な
ど
、
三
沢
特
産
物
の
魅
力
を

力
強
く
伝
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
訪
れ
た
パ
ル
コ
劇
場

（
渋
谷
区
）
で
は
、
ま
ず
、
寺
山

修
司
没
後
30
年
記
念
公
演
『
レ
ミ

ン
グ
～
世
界
の
涯
ま
で
連
れ
て
っ

て
～
』
を
観
賞
。
満
員
の
観
客
席

と
上
演
後
の
拍
手
喝
采
に
、
三
沢

市
で
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
寺
山

修
司
の
作
品
が
、
死
後
30
年
を
経

た
今
な
お
、
現
代
最
高
峰
の
演
劇

と
し
て
フ
ァ
ン
た
ち
に
愛
さ
れ
続

け
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た

種
市
市
長
一
行
。
終
演
後
、
八
嶋

智
人
さ
ん
や
常
盤
貴
子
さ
ん
た
ち

出
演
者
を
労ね

ぎ
ら

い
、
三
沢
の
特
産
物

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
会
場
を
出
る
約

４
５
０
人
の
観
客
た
ち
に
も
特
産

物
や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
渡

し
ま
し
た
。
ま
た
、
三
沢
市
の
観

光
大
使
を
務
め
る
寺
山
修
司
の
元

夫
人
・
九
條
今
日
子
氏
も
駆
け
付

け
、
特
産
物
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
三

沢
産
の
に
ん
に
く
・
な
が
い
も
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
。
人
や
情
報
が
集
ま

る
首
都
圏
で
市
長
自
ら
三
沢
の
魅

力
を
伝
え
た
こ
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
は
、
多
く
の
人
々
が
三
沢
を
知

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
だ
け
で
な

く
、
三
沢
市
民
が
こ
れ
か
ら
自
分

た
ち
の
地
域
の
良
さ
を
自
信
を

持
っ
て
伝
え
て
い
く
た
め
の
力
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

【トップセールス】
　企業であれば社長自らが自社製品の、国や地方自治体
であればその代表が産物・産業の特長や優秀性を宣伝し、
積極的にセールスを行うこと。
　今回のトップセールスでは、三沢市観光協会の佐々木
会長ほか職員とおいらせ農協組合員らも随行。種市市長
自ら、市の特産品などを映画・舞台の来場者に手渡し、
三沢の魅力を伝えた。映画『家』の舞台あいさつで種市
市長は、ミス・ビードル号の偉業や、生産量・品質とも
に日本一の三沢産ごぼうなど特産物を紹介。「三沢は言
わば健康食品の大産地。ごぼうやにんにく、ながいもな
ど、自信を持ってお薦めします」と力強く PR した。

【映画  家】
原作・島崎藤村『家』／監督・秋原北胤／
主演・西村知美
　長野県の旧家を舞台に、「家族」を描く物語。時
が流れ、守ろうとしていた「家」が崩壊していく
中で、主人公は最も大切な「家族」の存在に気付く。
　「蔵」やラストシーンなど、映画中の計 12 シー
ンを三沢市で撮影。古牧温泉青森屋、米軍引き込
み線跡地などのロケ地だけでなく、エキストラと
して三沢市民も出演。
　６月８日（土）より TOHO シネマズおいらせ下
田で公開。

【舞台 レミング ～世界の涯まで連れてって～】
作・寺山修司／演出・松本雄吉／出演・八嶋智人、片桐仁、
常盤貴子、松重豊　ほか
　寺山修司没後 30 年、パルコ劇場 40 周年を記念して、
寺山修司が主宰した「演劇実験室◉天井棧敷」の最終公
演『レミング』が上演された。初演、再演時、寺山修司
の超現実の言葉と洗練さ
れた造形美で観客を圧倒
した舞台。壮大な野外劇
や「ヂャンヂャン☆オペ
ラ」という独特の表現で
世界を震

し ん か ん

撼させ続ける維
新派の松本雄吉氏が新解
釈で挑戦。スタッフ・キャ
ストには豪華面々が集結
した。

４ 月 21 日 ～ ５ 月 16 日 ／
パルコ劇場（東京）ほか、
名古屋と大阪でも上演。

映画『家』上演会場
／船堀シネパル（江戸川区）
1  来場者に笑顔で特産物を手渡す種市市長
2  3  出演者や来場者が見守る舞台あいさ

　  つで三沢市の魅力を伝える種市市長
4  おいらせ農協組合員や市観光協会・市観

　  光物産課職員も積極的にＰＲ
5  劇場入口の特産物販売コーナー

▲来場者などに手渡した、三沢産ごぼうやミス・
　ビードル号の模型、観光パンフレットなど

三沢　東京  トップセールス
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六ヶ所村

三沢市

おいらせ町

六戸町

十和田市

秋田県  小坂町

横浜町

野辺地町

東北町

七戸町

　

３
月
28
日
、十
和
田
市
役
所
で
、

平
成
24
年
度
、２
回
目
と
な
る『
上

十
三
・
十
和
田
湖
広
域
定
住
自
立

圏
市
町
村
長
会
議
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

中
心
市
と
周
辺
町
村
が
互
い
に

役
割
を
分
担
し
、
都
市
・
生
活
機

能
を
確
保
・
充
実
。
地
域
全
体
を

活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
人
々
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
魅
力
的
な
圏

域
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
定

住
自
立
圏
構
想
。
全
国
で
次
々
と

圏
域
が
作
ら
れ
る
中
、
県
内
で
は

八
戸
、
弘
前
に
続
く
3
つ
目
の
圏

域
と
し
て
平
成
24
年
10
月
、
三
沢

市
と
十
和
田
市
を
中
心
市
と
す
る

合
計
10
市
町
村
が
『
上
十
三
・
十

和
田
湖
広
域
定
住
自
立
圏
』
の
形

上
十
三
・
十
和
田
湖
広
域
定
住
自
立
圏
の
具
体
策
『
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
』
が
決
定

共
同
運
用
の
協
議
会
を
設
置

　

４
月
１
日
、
三
沢
市
を
含
む
上

十
三
地
域
４
消
防
本
部1 1

が
、
消

防
通
信
指
令
業
務
を
共
同
運
用
す

る
た
め
の
協
議
会
を
設
置
し
ま
し

た
。

１　

北
部
上
北
広
域
事
務
組
合
、
中
部
上
北
広
域
事
業
組

合
、
十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合
、
三
沢
市
消
防
本
部

　

１
１
９
番
通
報
を
受
け
付
け
、

火
災
や
救
急
な
ど
必
要
な
指
令
を

出
す
消
防
通
信
指
令
業
務
は
、
従

来
、各
消
防
本
部
が
単
独
で
整
備
・

運
用
す
る
こ
と
が
原
則
。し
か
し
、

年
々
、
高
度
複
雑
化
す
る
災
害
対

応
や
救
急
サ
ー
ビ
ス
、
大
規
模
災

害
へ
の
迅
速
か
つ
集
中
的
な
広
域

応
援
体
制
な
ど
が
求
め
ら
れ
、
法

改
正
に
よ
る
消
防
救
急
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
方
式
移
行
も
必
要
と
さ
れ

て
い
た
上
十
三
地
域
４
消
防
本
部

は
、
消
防
通
信
指
令
業
務
の
共
同

運
用
を
検
討
。
平
成
23
年
10
月
か

ら
推
進
検
討
会
議
や
推
進
協
議
会

を
開
催
し
、
共
同
運
用
に
お
け
る

課
題
な
ど
を
話
し
合
っ
て
き
ま
し

た
。

産業振興

地域公共交通
周辺町村

周辺町村

十和田市 三沢市

周辺町村

周辺町村

中心市

協定

協定

協定

協定

周辺町村

協定

周辺町村

協定

成
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

以
後
、
地
域
の
多
様
な
特
色
を

認
め
合
い
尊
重
し
合
い
な
が
ら
紡

ぐ
『
南
部
裂
織
』
の
よ
う
な
圏
域

を
目
指
し
、
有
識
者
や
地
域
の

人
々
か
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
な

が
ら
探
っ
て
き
た
の
が
、
各
市
町

村
が
政
策
分
野
ご
と
に
連
携
・
協

力
す
る
具
体
策
と
な
る
『
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
』。
こ
の
日
、
事
務
局
に

よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
最
終
案
が
、

圏
域
内
の
全
市
町
村
長
に
よ
っ
て

最
終
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
で
き
る
こ
と
か
ら
着
実
に
」。

実
現
可
能
な
も
の
か
ら
連
携
を
深

め
る
こ
と
を
基
本
概
念
に
、
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
し
て
提
示
さ
れ

た
具
体
的
取
り
組
み
は
30
事
業
。

医
療
や
福
祉
、
教
育
、
産
業
振
興
、

防
災
・
消
防
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

分
野
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
充

実
・
連
携
強
化
す
る
こ
と
で
生
活

機
能
を
強
化
。
ま
た
、
広
大
な
圏

域
に
あ
る
公
共
交
通
の
利
便
性
向

上
や
公
共
施
設
の
相
互
利
用
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
要
望
や
文
化
・
芸

術
事
業
の
共
同
実
施
、
イ
ベ
ン
ト

情
報
の
共
有
な
ど
で
各
市
町
村
の

結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強

め
、
市
町
村
職
員
の
交
流
を
促
進

す
る
こ
と
で
人
材
の
育
成
、
資
質

向
上
な
ど
を
図
り
ま
す
。
こ
の
共

生
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
各
事
業
は
、

協
議
が
整
っ
た
も
の
か
ら
段
階
的

に
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
を
検
証

し
な
が
ら
、
さ
ら
に
内
容
を
深
め

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

経
済
的
か
つ
効
率
的
に

　
　
　
災
害
対
応
力
を
強
化

　

消
防
指
令
業
務
の
共
同
運
用
で

導
入
す
る
最
新
シ
ス
テ
ム
で
は
、

こ
れ
ま
で
会
話
か
ら
探
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
通
報
者
の
位
置

を
、
通
報
と
同
時
に
画
面
上
で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
、
迅
速
か
つ

的
確
な
災
害
対
応
力
の
充
実
・
強

化
が
図
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
大
規

模
災
害
や
同
時
発
生
の
火
災
な
ど

に
対
し
て
も
、
複
数
の
消
防
本
部

に
よ
る
迅
速
な
応
援
体
制
を
確
保

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
効
果
は
、
４
消
防
本
部
が
管

轄
す
る
全
地
域
の
人
々
が
等
し
く

受
け
る
こ
と
が
可
能
。
高
価
な
最

新
シ
ス
テ
ム
導
入
に
か
か
る
費
用

や
業
務
に
か
か
る
人
員
も
、
4
消

防
本
部
で
負
担
し
合
う
こ
と
で
、

単
独
の
場
合
と
比
較
し
て
、
は
る

か
に
経
済
的
か
つ
効
率
的
に
運
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
十
和
田
市
消
防

庁
舎
に
設
置
す
る
「
上
十
三
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー
」
の
概
要
や
、
各

関
係
市
町
村
に
よ
る
費
用
・
人
員

の
負
担
割
合
な
ど
が
決
定
し
て
お

り
、
今
後
の
協
議
会
で
は
、
各
消

防
本
部
に
合
わ
せ
た
設
備
や
運
用

方
法
な
ど
を
検
討
。
東
北
で
2
例

目
、
青
森
県
内
で
は
初
と
な
る
消

防
通
信
指
令
業
務
共
同
運
用
の
平

成
28
年
度
開
始
に
向
け
、
細
か
な

整
備
が
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

上十三・十和田湖広域定住自立圏
　三沢市と十和田市の両市を中心に、上
十三地域に秋田県小坂町を含む計 10 市
町村で構成する、県内３番目となる圏域。

視　点 政策分野・連携施策 具体的な取り組み

生活機能の強化

医療 上十三地域連携パスネットワーク協議会事業、十和田湖診療所運営事業

福祉 病児・病後児保育事業、ファミリーサポートセンター事業の調査・研究、
保育所広域入所に関する連携、介護認定審査会事業、障害者介護給付等審査会事業

教育 図書館相互利用促進事業、図書館蔵書充実事業、生涯学習情報提供事業、
英語教育推進事業、教育事務の委託

産業振興 広域観光会議の開催、広域観光振興推進事業、十和田湖観光誘客事業、
特産品の販路拡大事業

防災・消防 防災体制整備・地域防災計画等の情報共有等、災害時の消防出動相互応援事業、
消防指令業務共同運用等事業

ライフライン 簡易水道の共同利用の研究・検討

結びつきや
ネットワークの
強化

地域公共交通 圏域公共交通会議（仮称）の開催、生活交通路線維持事業、青い森鉄道利用促進等事業

インフラ整備に
関する要望活動等

道路等のインフラ整備に関する要望、
三沢空港振興会事業

公共施設 公共施設の相互利用促進事業

文化・芸術 あおもりアート
　ぐれっとパス事業

圏域内の交流促進 イベント交流の促進

圏域マネジメント
能力の強化 人材育成 職員研修交流事業、

職員人事交流事業 ▲圏域内の全市町村長が集まる上十三・十和田湖広域定住自立圏市町村長会議

▲圏域による事業実施のイメージ

消防通信指令業務の共同運用で
　サービス向上・効率化を図る

三沢市消防本部における
　　　現在の通信指令業務の様子
　119 番通報を受け付けた消防本部職員
が、通報者との会話から災害等の位置確
認、状況などを把握し、火災や救急など
適切な指令を出す。
　上十三地域４消防本部連携によるこの
業務の迅速化や効率化は、人々の財産や
生命を守り、安心して暮らせるまちづく
りへとつながる。

　

上
十
三
・
十
和
田
湖
広
域
定
住

自
立
圏
の
基
本
概
念
は
、「
で
き

る
こ
と
か
ら
着
実
に
」。

　

圏
域
内
の
市
町
村
が
連
携
す
る

こ
と
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
魅

力
的
な
ま
ち
を
作
る
『
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
』
の
取
り
組
み
は
、
身
近

な
と
こ
ろ
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
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　平成 24 年度三沢市各会計予算の３月 31 日現在の執行状況、財産・長期借入金

の状況などをお知らせします。

※予算を整理する出納整理期間（４月１日～５月 31 日）の歳入・歳出を除きます。

公共用水域の汚濁防止と市街
地の浸水・滞水を防止するた
めの事業を行っています。

予　算 17 億 1,892 万円
収入済 15 億 4,433 万円
支出済 14 億 8,181 万円

下　水　道

介護保険制度に基づく、介護
保険料賦課徴収および介護認
定、介護サービス給付などの
事業を行っています。

予　算 32 億 6,808 万円
収入済 31 億 1,568 万円
支出済 29 億 1,409 万円

介 護 保 険

後期高齢者医療の保険料を青
森県後期高齢者医療広域連合
に納付しています。

予　算   3 億 7,213 万円
収入済   3 億 5,998 万円
支出済   3 億 5,424 万円

後期高齢者医療

市内養豚生産者を中心に、県
内外から出荷された豚をと畜
し、食肉処理を行っています。

予　算 41 億 8,180 万円
収入済 19 億 4,437 万円
支出済 23 億 2,731 万円

食肉処理センター

被保険者の健康維持のために
三沢市が保険者となって療養
費等を給付しています。

予　算 44 億 1,374 万円
収入済 39 億 4,746 万円
支出済 39 億 5,497 万円

国民健康保険

企業会計

収益的収支
収入予算現額   6 億 6,159 万円
収 入 済 額   6 億 5,256 万円
支出予算現額   6 億    657 万円
支 出 済 額   4 億    202 万円

資本的収支
収入予算現額   9 億 7,162 万円
収 入 済 額   8 億 7,111 万円
支出予算現額 13 億 7,253 万円
支 出 済 額 12 億    697 万円

水　道 病　院

収益的収入＝経営活動によって発生する収益（水道料金、診療報酬など）
収益的支出＝経営活動を行うための費用（維持管理費、人件費など）
資本的収入＝施設整備を行うための財源（国庫補助金、借入金など）
資本的支出＝施設整備を行うための支出（建設事業費など）

収益的収支
収入予算現額 46 億 9,669 万円
収 入 済 額 47 億 4,375 万円
支出予算現額 52 億 6,797 万円
支 出 済 額 49 億 8,864 万円

資本的収支
収入予算現額   2 億 1,669 万円
収 入 済 額   2 億 1,669 万円
支出予算現額   3 億 2,250 万円
支 出 済 額   3 億    903 万円

独立採算制を原則とする水道料金や
診療収入で運営する会計です。

※予算現額＝当初予算、補正予算、繰越予算の合計
　　　　　　で、その年度に執行する全ての事業の
　　　　　　もととなる予算の全体額

240 億 686 万円
平成 25 年３月 31 日現在の三沢市の人口は 41,834 人、
18,779 世帯です。

皆さんに負担していただいた税金は
　　　　　市全体　　　   42 億 4,067 万円
　　　　　１人あたり        10 万 1,369 円
　　　　　１世帯あたり    22 万 5,820 円となります。
教育や道路整備、福祉の向上などに支出された金額は
　　　　　市全体　　  　 208 億 96 万円
　　　　　１人あたり　　49 万 7,226 円
　　　　　１世帯あたり  110 万 7,671 円となります。

歳入・歳出の予算現額（※）は

です。

一  般 会 計
三沢市の行政運営のための基本
的経費が計上される会計です。

歳　
　

出

内　　訳 予算現額 支出済額
民 生 費 58 億 7,503 万円 56 億 2,591 万円
土 木 費 34 億 2,908 万円 24 億 1,804 万円
総 務 費 33 億 5,173 万円 25 億 9,020 万円
農林水産業費 29 億 9,063 万円 26 億 5,007 万円
教 育 費 26 億 2,251 万円 22 億 4,912 万円
公 債 費 20 億 5,036 万円 18 億 5,920 万円
衛 生 費 15 億 7,561 万円 14 億 1,222 万円
そ の 他 21 億 1,191 万円 19 億 9,620 万円
歳 出 総 額 240 億    686 万円 208 億       96 万円

農村の生活環境の改善を図り、
公共用水域の水質保全のため
汚水や汚泥などを処理する事
業を行っています。

予　算   5 億 1,770 万円
収入済   3 億 2,378 万円
支出済   2 億 7,215 万円

農業集落排水

歳　
　

入

内　　訳 予算現額 収入済額
地 方 交 付 税 60 億 1,202 万円 60 億 1,202 万円
国 庫 支 出 金 58 億 4,461 万円 42 億 5,707 万円
市 税 42 億 5,513 万円 42 億 4,067 万円
県 支 出 金 20 億 9,787 万円 13 億    416 万円
基 地 交 付 金 20 億 4,936 万円 20 億 4,936 万円
市 債 11 億 7,670 万円 3,440 万円
そ の 他 25 億 7,117 万円 23 億 9,730 万円
歳 入 総 額 240 億    686 万円 202 億 9,498 万円

財政状況をお知らせします

特別会計
特定の収入で特定の事業を
運営する収支経理を用いた
会計です。

一時借入金の状況
年度内に現金が不足した場合に、一時的に借り入れるお金です。
３月 31 日現在の一時借入金は４億 4,511 万円です。

市債残高の状況
市債（長期借入金）は、将来に渡って皆さんが利用する道路や公園、
学校などを整備するときに国などから借り入れるお金です。

区　　分 金　　額
一 般 会 計 166 億 9,046 万円
特
別
・
企
業
会
計

下 水 道 117 億 2,842 万円
病 院 55 億 2,109 万円
農 業 集 落 排 水 27 億 2,750 万円
上 水 道 21 億 4,783 万円
食肉処理センター 16 億 2,184 万円
小 計 237 億 4,668 万円

市 債 残 高 合 計 404 億 3,714 万円

一般会計・特別会計の財産

区　　分 公  有  財  産 有 価 証 券土　地 建　物
一 般 会 計 6,637,086㎡ 225,092㎡ 1 億 2,090 万円
特
別
会
計

食 肉 処 理 セ ン タ ー 80,000㎡ 5,686㎡ ー
農 業 集 落 排 水 6,275㎡ 984㎡ ー
下 水 道 58,263㎡ 5,718㎡ ー

１人あたり

96 万 6,609 円

１世帯あたり

215 万 3,317 円
歳　入

   地方交付税 25.0％
財政状況に応じて国が一
定の基準で交付するお金

100％

72.8％

国庫支出金 24.4％
特定の公共事業に対して
国から交付されるお金

99.7％

市税 17.7％
市民税など皆さんに
負担していただくお金

62.2％

100％

2.9％ 93.2％

収入済収入済

予　算予　算

基地交付金 8.5％
固定資産税の代替的性格を基本
として、米軍資産額等を基に国
から交付されるお金

市債 4.9％
公共事業に対し国や金融
機関などから借りるお金

その他 10.7％
公共施設の使用料、保育
所の入所負担金など

県支出金 8.8％
特定の公共事業に対して
県から交付されるお金

県支出金 8.8％
特定の公共事業に対して
県から交付されるお金

基地交付金 8.5％
固定資産税の代替的性格を基本
として、米軍資産額等を基に国
から交付されるお金

市債 4.9％
公共事業に対し国や金融
機関などから借りるお金

その他 10.7％
公共施設の使用料、保育
所の入所負担金など

95.8％

予　算予　算

支出済支出済

衛生費 6.6％
保健活動やごみ、し尿処理
などに使われるお金 民生費 24.5％

市民の福祉向上など
に使われるお金

土木費 14.3％
道路や公園の整備・維持
管理などに使われるお金

70.5％

77.3％88.6％

85.8％

90.7％

89.6％
94.5％

歳　出

公債費 8.5％
市の借入金の元金や利子
の償還に使われるお金

総務費 14.0％
全般的な事務、徴税、
選挙などに使われるお金

総務費 14.0％
全般的な事務、徴税、
選挙などに使われるお金

教育費 10.9％
教育、文化、スポーツの
振興などに使われるお金

教育費 10.9％
教育、文化、スポーツの
振興などに使われるお金

農林水産費 12.4％
農林業や水産業の振興など
に使われるお金

農林水産費 12.4％
農林業や水産業の振興など
に使われるお金

公債費 8.5％
市の借入金の元金や利子
の償還に使われるお金

衛生費 6.6％
保健活動やごみ、し尿処理
などに使われるお金

その他 8.8%
消防や災害復旧、観光振興など
に使われるお金

その他 8.8%
消防や災害復旧、観光振興など
に使われるお金
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広 告広 告

　

ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
が
、

先
月
１
日
よ
り
姉
妹
都
市
友
好

親
善
使
節
団
総
勢
22
人
で
ウ
ェ

ナ
ッ
チ
バ
レ
ー
と
国
際
交
流
を

行
い
、
全
員
無
事
に
帰
国
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
詳
細
は

来
月
お
話
し
し
ま
す
が
、
ま
ず

は
皆
さ
ん
に
ご
報
告
し
ま
す
。

　

私
は
少
々
時
差
ボ
ケ
が
あ
り

ま
し
た
が
、
帰
国
後
、
東
京
に

滞
在
し
、
お
い
ら
せ
農
協
と
観

光
協
会
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
一

部
三
沢
で
撮
影
さ
れ
市
民
が
参

加
し
た
映
画
「
家
」
の
舞
台
あ

い
さ
つ
と
寺
山
修
司
没
後
30
年

記
念
の
演
劇
「
レ
ミ
ン
グ
」
の

公
演
会
場
で
、
三
沢
の
Ｐ
Ｒ
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

映
画
「
家
」
の
舞
台
あ
い
さ

つ
で
は
、
三
沢
の
ゴ
ボ
ウ
が
生

産
量
日
本
一
で
あ
る
と
話
し
た

際
に
、
会
場
か
ら
感
嘆
の
声
が

上
が
り
、
主
演
の
西
村
知
美
さ

ん
か
ら
は
、
ご
自
身
が
ご
ぼ
う

茶
の
フ
ァ
ン
で
あ
り
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
も
三
沢
に
訪
れ
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
話
し
て
い
た
だ
く

な
ど
、
多
く
の
方
に
三
沢
市
を

知
っ
て
い
た
だ
け
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
今
月
８
日
か
ら
は
Ｔ

Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
お
い
ら
せ
下

田
で
公
開
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
と
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
レ
ミ
ン
グ
」
に
お

い
て
は
、
素
晴
ら
し
い
俳
優
陣

で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
没

後
30
年
で
あ
り
な
が
ら
、
寺
山

の
人
気
を
印
象
付
け
る
盛
況
ぶ

り
に
大
変
驚
き
、
宇う

の野
亜あ

き

ら

喜
良

氏
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
三
沢
ま

つ
り
で
の
「
寺
山
山
車
」
に
大

い
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　

三
沢
の
ま
ち
に
は
、
大
変
多

く
の
誇
れ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
文
化
や
特
産
品

を
絡
め
て
多
く
の
方
た
ち
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
充

実
感
を
覚
え
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
始
ま
る「
ミ
サ
ワ
ノ
ミ
ク
ス
」

を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

三
沢
市
長　

種
市
一
正

「
家
」
と
「
レ
ミ
ン
グ
」

「市長と語ろう住民懇談会」
　　　　　　参加者を募集します

広報広聴課（内線 215）

　まちづくりへの提案や思いを市長と語り合いましょう。
日 　 時　８月６日（火）18:30 ～ 20:30
場 　 所　公会堂　３階集会室
テ ー マ　子育て・教育
対 　 象　子育て中の父母や、保育・学校施設関係者
定 　 員　10人程度
応募方法　①住所②氏名③電話番号④話したいことの主
　 　 　　な内容（簡単に）を記入し、郵送または FAX
　 　 　　で応募してください。
募集期間　６月３日（月）～ 28日（金）
応募・問い合わせ先
　広報広聴課（内線 215）　FAX  52-5655
　〒 033-8666　三沢市桜町１丁目１番 38号

　寺山作品「書を捨てよ　町へ出よう」で主演を務めた、
寺山修司記念館・佐々木館長の解説を聴きながら、記
念館や寺山修司ゆかりの地を巡ります。また、先人記
念館で開催される「八重の桜」NHK巡回展も併せて見
学する、『今だけ』の旬な市内バスツアーです。
　この貴重な機会を逃さず、奮ってご応募ください。
日 　 時　７月 11日（木）9:15 ～ 15:00
日 　 程　9:15 市役所集合▶ 9:30 出発▶先人記念館（斗南藩記念観
　　　　　光村）▶寺山修司記念館▶寺山食堂▶修司ゆかりの地巡り
　　　　　▶ 15:00 解散
参 加 料　無料（寺山食堂での昼食代は各自で負担）
定 　 員　40人
申込締切　６月 28日（金）
※６月 10日時点で定員を超える応募があった場合は、抽選して決定。
　11日以降は、定員になり次第、受付を終了します。
申し込み・問い合わせ先　観光物産課（内線 359）

消
防
本
部
が
「
火
災
多
発
非
常
事
態
」
を
宣
言

　

三
沢
市
で
は
、
今
年
１
月
か
ら

４
月
末
ま
で
に
、
13
件
の
火
災
が

発
生
。
年
間
で
17
件
だ
っ
た
昨
年

の
同
時
期
と
比
較
し
て
、
２
倍
以

上
の
頻
度
で
火
災
が
多
発
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
市
消
防
本
部
は
５

月
７
日
、
警
戒
態
勢
を
強
化
し
市

民
の
防
火
意
識
を
高
め
る
た
め
、

初
の
「
火
災
多
発
非
常
事
態
」
を

宣
言
し
ま
し
た
。

　

こ
の
宣
言
に
よ
っ
て
、
５
月
31

日
ま
で
の
期
間
中
、
各
種
メ
デ
ィ

ア
を
利
用
し
た
広
報
や
連
合
町
内

会
役
員
会
議
で
の
注
意
喚
起
、
幼

少
年
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
町
内
巡

回
な
ど
を
実
施
。
さ
ら
に
、
毎
日

３
回
、
消
防
職
員
と
消
防
団
員
が

市
内
全
地
域
で
巡
回
広
報
を
行

い
、
市
民
へ
の
防
火
意
識
を
徹
底

す
る
こ
と
で
火
災
の
減
少
・
被
害

軽
減
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

宣
言
を
し
た
５
月
７
日
、
田
村

消
防
長
は
、
消
防
本
部
に
集
ま
っ

た
消
防
職
員
・
消
防
団
員
に
事
態

の
深
刻
さ
や
活
動
の
重
要
性
を
改

め
て
伝
え
、「
期
間
中
の
万
全
の

警
戒
を
願
い
ま
す
」
と
訓
示
。
さ

ら
に
山
本
消
防
団
長
が
「
我
々
消

防
団
員
は
、
地
域
住
民
に
火
災
予

防
を
普
及
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
の
活
躍
す
る
姿
は

き
っ
と
地
域
住
民
の
火
災
予
防
意

識
に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
激
励
。

そ
の
後
、
消
防
車
両
へ
と
乗
り
込

ん
だ
消
防
職
員
・
消
防
団
員
は
早

速
、
市
内
の
広
報
巡
回
へ
と
出
発

し
ま
し
た
。危険物安全週間

ワンポイント消防

住宅用火災警報器を寝室や階段に設置していないご
家庭は早急に設置しましょう。　　消防本部予防課

　６月２日から８日までの１週間、全国一斉に「危

険物安全週間」が実施されます。

　私たちの身近には、ガソリン・灯油等の燃料、

危険物を含有したスプレー缶やアロマオイルなど、

「危険物」がたくさんあります。

　身近にある危険物の取り扱い方法や保管方法を

再確認して、「危険物」による事故を防ぎましょう。

　また、「危険物安全

週間」を機会に、危

険物に対する意識を高

め、安全なまちづくり

に努めましょう。

　青森県では、市内登録業者に発注し、市内で住宅のリ
フォームを行う方へ、補助金を支給します。

対　象　平成 25 年６月１日～平成 26 年２月末までに
　　　　完工する工事（契約額 50万円以上）
補助率　

※三沢市の住宅・空き店舗新築リフォーム支援事業と、
　併せて申請することができます。
※請負業者から三沢建築組合への申請となります。
※詳しくは、三沢市ホームページに掲載しています。
問い合わせ先
　産業政策課（内線 280）、三沢建築組合（☎ 53-3690）

県も住宅リフォームを支援します！
産業政策課（内線 280）

省エネ、バリアフリー、克雪、
防雪の性能向上を伴う改修工事

契約額の 10％
（限度額 20 万円）

耐震性能の向上を伴う改修工事 契約額の 20％
（限度額 60 万円）

　  寺山修司と
　　斗南を巡る

「今だけ」バスツアー

平成 25 年の出火原因（４月末時点）

出火の原因 件数

火の不始末 ４件

煙突貫通処理不良 ２件

放火の疑い ２件

交通事故による火災 １件

不明・調査中 ４件
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広 告広 告

　「情報料を支払えば、数字選択式宝く
じ（ロト６）の当選番号を教えます」。
４月、十和田市で嘘の儲け話を持ちか
けられ、複数の口座に６回にわたって
お金を振り込み、合計 384 万円をだま
し取られる事件がありました。

　「宝くじで必ず当せんする番号を教える」など
という、うまい話はありません。よく注意し、持
ちかけられたらはっきりと断りましょう。
　「困った」「どうしよう」というときは、一人で
悩まず、市役所などにご相談ください。

相談・問い合わせ先　生活安全課（内線 313）

「宝くじの当選番号を教えます」
振り込み詐欺にご注意ください児童手当受給のために

　現況届を忘れず提出してください
市民課（内線 237）

　現況届は、児童手当を引き続き受ける要件があるかを
確認するために提出していただく書類です。現況届が提
出されない場合、６月以降分の手当が受けられなくなり
ますので、忘れずに提出してください。
必要なもの
▶現況届
　６月に受給者の方へ郵送します。
　記載内容を確認の上、氏名横に
　押印してください。
▶受給者および配偶者（父母両方）の健康保険証の写し
　受給者が国民健康保険に加入、また配偶者が国民健康
　保険に加入しているか、受給者の保険証の扶養となっ
　ている場合は不要です。
▶平成 25 年度（平成 24 年分）所得課税証明書
　平成 25年１月１日現在、市外に住民登録していた方
　のみ必要です。
▶お子さんの住民票謄本
　お子さんが市外に住民登録している場合に必要です。
提出期限　６月 28日（金）
提出・問い合わせ先
　市民課　管理係②番窓口（内線 237）

子ども医療費受給資格証の
　　　　　　更新手続きを忘れずに

国保年金課（内線 240）

　小中学生の医療費受給資格証（若草色）の有効期限は
６月 30日です。必要書類を持参の上、国保年金課窓口
で更新の手続きをお願いします。

必要書類　①三沢市子ども医療費受給資格証
　　　　　②お子さんの保険証
　　　　　③印鑑（認め印は可。シャチハタは不可）
　　　　　※平成 25年１月１日現在、三沢市に住民登
　　　　　　録をしていなかった方は、「平成 25 年度
　　　　　　所得課税証明書」または「住民税特別徴収
　　　　　　税額の決定・変更通知書」も必要です。
　現在、資格証をお持ちでない方の申請も受け付けして
います。詳しくは、お問い合わせください。
※青色または白色の資格証をお持ちの方は、それぞれ有
　効期限が異なります。有効期限の 14日前から更新の
　手続きができますので、ご確認ください。

申請・問い合わせ先
　国保年金課　高齢者医療係
　④番窓口（内線 240）

　「資格を取って働きたい」。「仕事を探している」。そんな、
ひとり親家庭のお母さんやお父さんを応援する事業が始まり
ました。個々のケースに応じた自立支援プログラム（就労計
画書）を作るなどの支援をしたり、就業相談も行っています。
心配なこと、お困りごとなど、何でもご相談ください。
対 象 者　市内在住で①～③の全てに該当する母子・父子家
　　　　　庭の母または父
　 　 　　①児童扶養手当を受給するか、または同様の所得
　　　　　　　水準の方
　 　 　　②雇用保険の教育訓練給付の受給資格がない方
　 　 　　③過去に教育訓練給付金を受けたことがない方
対象講座　雇用保険制度で給付が指定された教育訓練講座
　　　　　（パソコン、ホームヘルパー、医療事務、調理師など）
支 給 額　対象講座の受講料の 20％
　　　　　（上限 10万円、４千円以下は対象外）
※対象講座の受講を申し込む前に、事前相談が必要です。
※詳しくは、お問い合わせください。
相談・問い合わせ先　家庭福祉課（☎ 51-8772）

　市では、各種統計調査の調査依頼や調査票の配布・回
収などを行う登録統計調査員を随時募集しています。

業務内容
　　各種統計調査に従事し、調査票の配布（記入依頼）・
　回収などを行います。主な従事期間は３～４週間で、
　特に拘束される時間帯はありませんが、訪問先との調
　整が必要になる場合があります。
　①調査員としての仕事の説明を受けます。
　②担当する調査区や対象を確認し、調査票配布の準備。
　③調査対象に調査票を配布。後日、回収。
　④回収した調査票を点検し、記入漏れなどないか確認。
　⑤調査票など調査書類を市に提出
応募資格
　▷満 20歳以上で健康な方
　▷調査で得た情報の秘密保持に責任を持てる方
　▷警察や税務などの業務に従事していない方
　▷選挙に直接、関係していない方
報　　酬　１調査につき、おおむね３～６万円
　　　　　※金額は調査の内容・件数などで異なります。
応募方法
　　行政経営課（市役所２階）に設置する所定の登録用
　紙に必要事項を記入し、提出してください。
　※詳しくは、お問い合わせください。
応募・問い合わせ先　行政経営課　調査統計係（内線 222）

登録統計調査員を募集しています
行政経営課　調査統計係（内線 222）

　国勢調査をはじめ、毎年３～５件実施
されている国指定の統計調査から得た
データは、世の中の姿を正確に表し、私たちの暮らしをよく
するための方向性を見極める基礎として利用されています。
　この各種統計調査の対象を訪問して、調査票の配布・回収
などを行う統計調査員は、統計調査業務の最も重要な役割を
担っています。

登録統計調査員

情報公開・個人情報保護制度の
　　　    運用状況をお知らせします

総務課（内線 209）

　市では、情報公開制度・個人情報保護制度に基づき、
市が管理する文書の閲覧や写しの交付を行っています。
　平成 24 年度における、
情報公開制度による開示請
求は９件あり、処理状況は
右図のとおりです。
　また、個人情報保護制度
による開示請求はありませ
んでした。
　これからも、開かれた市
政を一層推進し、これらの制度が多くの市民の皆さんに
利用され、十分な機能を発揮するよう、適切で円滑な運
営に努めます。

不存在
　１件

部分開示
　　１件

請求件数
９件

開示　７件

ひ
と
り
親
家
庭
の
　

　
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
を

応
援
し
ま
す

母
子
家
庭
等
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
の
ご
案
内
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1

3 4
◀
担
当
者
は
地
域
に
貢
献
で
き
る
こ
と
に
感
謝
。

　

今
後
の
活
動
に
も
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た

共に暮らす地域に貢献したい
米軍三沢基地ボランティア活動 ５月 11 日

　三沢漁港や市中心市街地などで定期的に清掃活動を実施し

ている米軍三沢基地の軍人とその家族らが、道の駅みさわ斗

南藩記念観光村内にある、六十九種草堂と先人記念館周辺の

落ち葉などをボランティアで拾いました。

　道の駅の広大な敷地内には多くの木々が植生し、毎年秋に

は大量の落ち葉が辺り一面を埋め尽くします。その後、雪に

埋もれた落ち葉は、春の雪解けによって再び姿を現し、美し

い景観を損なう一因となっていました。米軍人とその家族を

合わせた約 60 人の参加者は、落ち葉をかき集め、観光協会

職員がトラックで集積場に運搬。大人数で分担したおかげで

作業ははかどり、あっという間にきれいに片付きました。

親元を離れ、体験通して友情を育む
わんぱく友情のつどい ５月 11 日

　三沢市を含む近隣市町村の児童生徒 45 人が、親元を離れ、

公立小川原湖青年の家で１泊２日。工作や乗馬など、さまざ

まな体験を通して、集団行動の基礎を学びました。

　合宿初日は、青年の家でインディアン民族に伝わる魔よけ

のお守り作り。細かな作業に没頭する子や、途中で飽きてし

まう子など、個性も違えば作業の仕方もさまざま。初対面の

ぎこちなさも、少しずつ消え、互いに教え合う子どもたち。

お守りが完成した頃には、すっかり仲間として楽しんでいま

した。２日目は、十和田市の乗馬クラブで乗馬やポニーへの

餌やりなどを体験。普段なかなかできない貴重な経験と大切

な思い出、何より仲間との友情を育んだ２日間となりました。

◀
工
作
な
ど
の
体
験
を
通
し
て
、
す
っ
か
り
打

　

ち
解
け
た
子
ど
も
た
ち

※ホームページの「できごと通信」では、さらに多くの出来事を紹介しています！

　▶ http://www.city.misawa.lg.jp/

◀
春
の
陽
気
と
爽
や
か
な
風
、
足
湯
の
気
持
ち

　

よ
さ
に
、
思
わ
ず
ほ
っ
こ
り
顔

足湯やお汁粉で、ほっこり
桜と温泉祭り ４月 29 日

　温泉や食事などを楽しむ憩いの場所として親しまれる市民

の森老人福祉センターで、一般財団法人三沢市自治振興公社

が春の恒例行事を開催。施設前には植木市や露店が並び、午

前と午後の計 2 回、来場者と施設職員が一緒についたお餅

で作ったお汁粉と温泉卵が振る舞われました。

　昨年に引き続き、幅広い年代に好評だったのが、施設内か

ら温泉をひいた足湯。最初はおそるおそる足を入れた来場者

も、予想以上の気持ちよさについつい長湯に。施設内ではカ

ラオケ大会やベリーダンスショーなども開催され、春の陽気

の中、開放的になった来場者は、互いに会話も楽しみながら

心地よいひと時を過ごしていました。

◀
昔
遊
び
や
ゴ
ー
カ
ー
ト
な
ど
、
親
子
で
楽
し

　

め
る
遊
戯
コ
ー
ナ
ー
が
盛
り
だ
く
さ
ん

親子でのびのび、楽しい休日
親子ふれあいデー ４月 29 日

　市民の森総合運動公園を管理運営する NPO 法人マン・パ

ワーは、自然あふれる広大な敷地内に、竹とんぼやたこ揚げ

など昔懐かしの遊びやゴーカート、こいのぼりを魚に見立て

た釣り堀といったアイデアに富んだ遊戯コーナーや露店を多

数設置。広場には、地域に呼び掛け集めたこいのぼり 40 匹

を高々と揚げ、親子で楽しめるイベントを開催しました。

　たこ揚げや鬼ごっこ、ボール遊びなどで子どもたちが元気

いっぱいに駆け回る姿に、日頃は仕事や家事で忙しいお父さ

んやお母さんも、思わずにっこり。昔遊びなどを通して、我

が子とたくさん会話を交わし、ふれあい、のびのび健やかな

休日となりました。

　「三沢らしい桜祭り」を模索していた三沢市観　　　　　　

光協会が、賛同する多くの人々の協力を得て、　　　　　　　

初となる桜祭りを中央公園で開催しました。

　開花し始めた公園内の桜を鼓舞するかのように、チャリ

ティー第一保育園の園児たちが凛
り り

々しく和太鼓を演奏し 1 、祭

りの始まりを力強く宣言。続いて新酒「斗南の桜」発売記念

のくす玉割り 2 と鏡開

き、来場者への振る舞い

酒など、賑やかに祭りの

幕が上がりました。

　来場者に次々と祝い酒

が振る舞われた会場で

は、鉢花販売や体験・工

花に酒、舞にバーベキュー。
三沢の初の桜祭り。
みさわ桜まつり ４月 27 日

できごと

つうしん

作教室などを併催。また、三沢の花見の定番といえばバー

ベキュー！ 3 　来場者たちは、ステージ上で繰り広げら

れる民俗芸能ライブを観賞しながら、美味しそうに焼け

た肉や野菜などを堪能していました。

　辺りが薄暗くなった午後 6 時からは、夜桜を楽しむ第

二幕。松明に火が入り、中央公園を囲むぼんぼり提灯が

点灯すると、会場は幻想的な雰囲気に。ステージでは東

通村蒲野澤青年会による国指定重要無形民俗文化財・下

北の能舞・『翁』の舞が披露され 4 、中世から受け継がれ

てきたその厳かな一挙一動は、観る人々を魅了しました。

永年貢献する人権擁護委員を讃え表彰

　十和田人権擁護委員協議会総会で、永年にわたり国民

の人権擁護と人権思想の普及高揚に貢献してきた人権擁

護委員の功績を讃え表彰。三沢市の人権擁護委員では、

浪
な み お か

岡貞
て い ぞ う

藏氏（左）が仙台法務局長表彰を、別
べ っ ぷ

部辰
た つ や

哉氏（右）

が青森地方法務局長表彰を、それぞれ授与されました。

５月 17 日

退任行政相談員・渋谷氏に感謝状を授与

　三沢市における行政相談委員を 8 年間務め、この 3

月に退任した渋
し ぶ や

谷昭
しょうぞう

三氏に、総務大臣から感謝状が贈ら

れました。渋谷氏は、「短い間でしたが、いくらかでも

市民の皆さんの役に立てたのではないでしょうか」と、

これまでの活動を振り返っていました。

◀
総
務
省
青
森
行
政
評
価
事
務
所
の
野
呂
所

　

長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取
る
渋
谷
氏（
左
）

５月９日

観光協会が吟醸純米酒「斗南の桜」を発売

　道の駅みさわ斗南藩記念観光村など、現在放送中の

NHK 大河ドラマに登場する旧会津藩には縁の深い三沢

市。市観光協会では、斗南藩にちなんだ取り組みの一つ

として、桃川株式会社と協力し、県産米を使った吟醸純

米酒「斗南の桜」を開発。市内で販売を開始しました。

◀
内
容
量
７
２
０
ml
で
税
込
１
３
０
０
円
。

　

新
土
産
と
し
て
の
定
着
が
期
待
さ
れ
ま
す

４月 28 日

15 広報みさわ　2013・06 14市役所代表　☎ 53-5111



1

2

43

５日（水）・19 日（水）
７月３日（水）

13 時～ 16 時

11 日（火）
13 時～ 16 時

25 日（火）
13 時～ 16 時

10 日（月）・７月８日（月）
10 時～ 15 時

13 日（木）・27 日（木）
9 時 30 分～ 15 時

13 日（木）・27 日（木）
13 時～ 16 時

毎週月～金
9 時～ 16 時

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週月～金
9 時～ 17 時

随時
電話相談可

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週月～金
9 時～ 16 時

毎週火
10 時～ 15 時

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週土
9 時～ 11 時 30 分

毎週月～金
8 時 15 分～ 16 時

　朗読後、寺山修司との思い出を振り返り、「寺山不在の

30 年を少しでも埋められたでしょうか」と問いかけた三上

さん。未発表の寺山修司の詩に曲を付けた歌も披露しました。

　期間中、会場内には、木工造形家シミージーさんの体験型

作品が並ぶ『ムシムシコロコロ・パーク』を併催。ボランティ

アで参加した三沢高校生たちと一緒に、多くの来場者が、自

由と想像力に満ちた遊びの空間を満喫していました。

◀
１
本
ず
つ
丁
寧
に
、
苗
木
を
植
え
る
三
沢
高

　

校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
の
生
徒
た
ち

「地域のみんなに喜んでほしい」
三沢漁港に『はまなす』の苗木を植栽 ５月 18 日

　２年前の東日本大震災で甚大な被害を受けた三沢漁港。復

旧・復興が進んでいるとはいえ、津波の傷跡は今なお色濃く

残っています。震災前は美しい『はまなす』の花を咲かせて

いた、漁港前道路の花だんもその一つ。ほぼ全て枯れてしまっ

た花だんを元の姿に戻そうと、三沢ロータリークラブが新た

な『はまなす』の苗木の植栽を行いました。

　地域でボランティア活動を行っている三沢高校インターア

クトクラブと市漁協の有志組合員も加わり、総勢約 40 人と

なった参加者は、24 カ所の花だんを分担して作業。「地域

のみんなに少しでも喜んでほしい」。三沢ロータリークラブ

佐藤会長の言葉を胸に、１本１本、丁寧に植えていました。

休眠施設を利用し寺山修司を伝える
テラヤマ・ワールド IN 青森屋オープン ５月６日

　古牧温泉を運営する㈱三沢奥入瀬観光は昨年、敷地内の休

眠施設を有効利用するためのビジネスプランを募集。その最

優秀賞を受賞した㈱テラヤマ・ワールドの提案プランの一つ、

同施設１階での企画展開催を記念して式典が行われました。

　展示テーマは『寺山修司の文学と故郷』。寺山修司の代表

的な文学作品に加え、多感な少年時代を過ごした古間木小学

校での成績表や表彰状、周辺地域の写真、自らが作詞した校

歌など 100 点以上を展示。また、寺山修司に多大な影響を

与えた父・八郎氏の生涯を通して故郷を紹介しています。県

内外から多くの観光客が訪れる施設内で寺山修司を紹介する

企画展の効果に、関係者は大きな期待を寄せていました。

◀
無
料
で
見
学
可
能
。
展
示
の
テ
ー
マ
や
内
容

　

は
入
れ
替
え
も
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
す

没後 30 年の寺山修司をしのぶ
寺山修司記念館フェスティバル 2013 春 ５月３日～５日

　寺山修司が亡くなってから 30 年を迎えたこの春。多くの

人々が寺山修司記念館に集まり、寺山修司をしのびました。

　命日にあたる 4 日には、小田内沼を望む顕彰文学碑にファ

ンや関係者が献花 1 。その後、記念館の佐々木館長と青森大学

の演劇団・文学部の学生 7 人が、舞踏家・福士正一氏と共演し、

晩年の寺山作品『懐かしのわが家』を朗読 2 。故郷との別れな

ど青春期の想いが込められた詩を読む、若々しく力強い声に、

ファンたちは聞き入り、修司への思いを馳
は

せていました。

　また、記念館の屋外多目的スペースでは、寺山監督作品でデ

ビューした俳優の三上博史さんが『ロング・グッドバイ～寺山

修司に捧ぐ～』と題し、朗読ライブを開催 3 4 。ミュージシャ

ンのエミ・エレオノーラさん演奏する BGM が流れる中で、情

緒豊かに寺山修司の詩を読み上げました。

 

女
性
の
権
利
１
１
０
番

無
料
電
話
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
・

セ
ク
ハ
ラ
・
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
）

や
離
婚
問
題
、
職
場
で
の
差
別
な

ど
、
女
性
の
権
利
に
関
す
る
こ
と

で
お
困
り
の
方
に
、
弁
護
士
が
対

処
方
法
や
法
律
知
識
を
提
供
し
、

適
切
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

と　

き　

６
月
26
日
㈬

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
～
16
時

相
談
用
電
話
番
号
（
無
料
）

　

０
１
７
ー
７
６
３
ー
４
６
７
０

▼
問　

青
森
県
弁
護
士
会
事
務
局

（
☎
０
１
７
ー
７
７
７
ー
７
２
８
５
）

 

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

下
水
道
認
可
区
域
や
農
業
集
落

排
水
処
理
施
設
整
備
区
域
以
外

で
、
ご
自
分
の
住
居
に
設
置
す
る

単
独
処
理
浄
化
槽
や
く
み
取
り
式

ト
イ
レ
を
合
併
処
理
浄
化
槽
に
替

え
る
方
に
、
補
助
金
を
支
給
し
ま

す
。
槽
の
規
模
は
、
居
住
人
数
で

決
ま
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限　

平
成
26
年
３
月
末

対
象
件
数　

先
着
３
件
ま
で

補
助
金
限
度
額

　
　
　
　

５
人
槽　

34
万
４
千
円

　
　
　
　

７
人
槽　

43
万
１
千
円

▼
問　

環
境
衛
生
課

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
７
９
）

 

自
動
車
税
の
納
付
を
忘
れ
ず
に

コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
め
ら
れ
ま
す

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
７
月
1

日
㈪
で
す
。最
寄
り
の
金
融
機
関
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

納
税
通
知
書
に
付
い
て
い
る
納

税
証
明
書
は
、
車
検
の
際
に
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
車
検
証
と
一

緒
に
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、東
日
本
大
震
災
で
滅
失
・

解
体
し
た
自
動
車
の
代
替
自
動
車

と
し
て
、
平
成
26
年
３
月
31
日
ま

で
に
取
得
し
た
自
動
車
（
軽
自
動

車
含
む
）
に
つ
い
て
は
、
自
動
車

取
得
税
お
よ
び
自
動
車
税
（
軽
自

動
車
税
）
の
非
課
税
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問　

上
北
地
域
県
民
局
県
税
部

　
　
　
　
　
　
　
　

納
税
管
理
課

（
☎
22
ー
８
１
１
１

　
　
　

内
線
２
１
１
～
２
１
４
）

 

平
成
25
年
度  

所
得
証
明
書  

等

６
月
７
日
か
ら
発
行
開
始
し
ま
す

　

平
成
25
年
度
（
24
年
分
）
の
市

県
民
税
の
所
得
証
明
書
お
よ
び
課

税
証
明
書
の
発
行
開
始
日
は
、
６

月
７
日
㈮
で
す
。
代
理
人
に
よ
る

申
請
に
は
、
委
任
状
を
必
要
と
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確

認
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問　

税
務
課　

住
民
税
係

　
　
　
（
内
線
１
６
１
・
１
６
２
）

 

三
沢
地
区
消
防
団
連
合
観
閲
式

地
域
の
命
と
財
産
を
守
る
技
と
力

　

三
沢
市
・
六
戸
町
・
お
い
ら
せ

町
消
防
団
の
分
列
行
進
の
ほ
か
、

消
防
団
員
に
よ
る
玉
落
と
し
競
技

な
ど
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

６
月
23
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
～

と
こ
ろ　

南
山
屋
外
運
動
場

※
会
場
の
周
辺
道
路
で
は
、
通
行

　

止
め
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
の

　

で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
問　

消
防
本
部　

管
理
課

　
　
　
　
　
（
☎
54
ー
４
２
７
５
）

●法律相談（法テラス青森主催）
問 法テラス青森（☎ 050-3383-5552）
場 市民相談室　※要電話予約・先着６名・受付条件あり

●法律相談（社会福祉協議会主催）
問 場 社会福祉協議会（☎ 52-3270）
※要電話予約・先着６名

●法律相談（市主催）
問 広報広聴課（内 345）
場 市民相談室　※要電話予約・先着６名

●人権・行政相談
問 広報広聴課（内 345）
場 市民相談室

●人権・困り事相談
問 人権・困り事相談所（☎ 52-7083）
場 市民活動ネットワークセンターみさわ（旧ふれあいの館）

●創業・起業相談（21 あおもり産業総合支援センター主催）
問 産業政策課（内 224）
場 市役所別館２階  図書室　※要電話予約

●教育相談
問 場 国際交流教育センター内教育相談室（☎ 53-6060）

●家庭児童・婦人相談
問 場 家庭福祉課（内 381）

●育児・子育て支援相談
問 場 三沢地域子育て支援センター（☎ 53-1176）
問 場 ぴこりんパーク（☎ 53-7772）

●育児・子育て支援相談
問 場 みさわファミリーサポートセンター（☎ 50-1518）

●消費者生活相談
問 県消費生活センター八戸相談室（☎ 0178-27-3381）

●警察安全相談
問 三沢警察署総務課（☎ 53-3145　内 217）

●犯罪被害者支援相談
問 青森県地方検察庁被害者ホットライン
（☎ 017-722-1234）

●がん・緩和ケア・医療相談
問 場 三沢市立三沢病院地域医療連携室内
（☎ 51-1375）

●介護・福祉相談
問 場 三沢市立三沢病院地域医療連携室内（☎ 51-1375）

17 広報みさわ　2013・06 16市役所代表　☎ 53-5111

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

催 

し

催 

し

催 

し

問い合わせ先　　申し込み先　　開催場所問 場申



青い森鉄道
三沢駅

八戸方 青森方

県道

市道

 

航
空
科
学
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

わ
ん
に
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド

　

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
わ
ん
ち
ゃ

ん
た
ち
が
登
場
！　

デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
も
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

６
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

大
空
ひ
ろ
ば
・
ガ
レ
リ
ア

参
加
料　

無
料

▼
問　

県
立
三
沢
航
空
科
学
館

　
　
　
　
　
（
☎
50
ー
７
７
７
７
）  

 

病
院
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

懐
か
し
の
曲
を
美
し
い
歌
声
で

と　

き　

６
月
30
日
㈰
16
時
～

と
こ
ろ　

三
沢
病
院
１
階
ロ
ビ
ー

出　

演　

チ
ェ
リ
ー
コ
ー
ラ
ス

曲　

目　

中
田
喜
直
童
謡
集
、

　
　
　
　

な
つ
か
し
い
フ
ォ
ー
ク

　
　
　
　

ソ
ン
グ　

他

入
場
料　

無
料

▼
問　

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
会　

成
田

　
　
　
　
　
（
☎
52
ー
６
０
９
７
）

 

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

図
書
館
シ
ネ
マ
（
上
映
会
）

タ
イ
ト
ル　
「
世
界
遺
産　

平
泉

　
　
　
　

 

金
色
堂
の
謎
を
追
う
」

と　

き　

６
月
８
日
㈯
13
時
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

 

語
り
聞
か
せ
（
は
ま
な
す
の
会
）

　

小
学
生
ま
で
を
対
象
に
し
た
語

り
聞
か
せ
で
す
。

と
　
き　
６
月
15
日
㈯
10
時
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

 

図
書
館
た
ん
け
ん
隊
！

　

図
書
館
の
上
手
な
使
い
方
を
、

楽
し
み
な
が
ら
学
び
ま
せ
ん
か
？

と　

き　

６
月
29
日
㈯
13
時
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

対　

象　

小
学
生
以
上

定　

員　

10
人
（
先
着
順
）

※
参
加
料
は
全
て
無
料
で
す
。

▼
申
問　

図
書
館

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
６
０
４
０
）

 
プ
チ
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

モ
ロ
ッ
コ
刺
繍
（
し
し
ゅ
う
）
展

　

繊
細
か
つ
美
し
い
刺
し
ゅ
う
を

ぜ
ひ
、
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

と　

き　

６
月
９
日
㈰
～
16
日
㈰

と
こ
ろ　

公
会
堂
メ
イ
ン
ロ
ビ
ー

入
場
料　

無
料

▼
問　

公
会
堂

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
８
７
１
１
）

 

市
民
大
学
一
般
教
養
講
座

受
講
し
ま
せ
ん
か

と　

き　

６
月
８
日
㈯
14
時
～

　
　
　
　
　
（
受
付
13
時
30
分
～
）

と
こ
ろ　

公
会
堂
３
階

　
　
　
　

第
８
・ 

９
・
10
集
会
室

演　

題　
「
徒
然
草
に
学
ぶ

　
　
　
　
　
　
　

人
生
の
智
恵
」

講　

師　

八
戸
短
期
大
学
客
員
教
授

　
　
　
　
　

三
村　

三
千
代　

氏

受
講
料　

無
料

▼
問　

公
会
堂

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
８
７
１
１
） 

 

普
通
救
命
講
習
会

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

と　

き　

６
月
16
日
㈰
９
時
～
12
時

と
こ
ろ　

消
防
本
部
２
階
講
堂

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

内　

容　

成
人
の
心
肺
蘇
生
法
や

　
　
　
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、

　
　
　
　

異
物
除
去
法
な
ど

受
講
料　

無
料

▼
申
問　

消
防
署
救
急
係

（
☎
54
ー
４
２
１
２
内
線
２
１
８
）

 

テ
ニ
ス
教
室

ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス
教
室

と　

き　

７
月
８
日
㈪
～
12
日
㈮

　
　
　
　
　
　

19
時
～
20
時
30
分

と
こ
ろ　

南
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
料　

一
般　
　

２
０
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生　

１
５
０
０
円

※
用
具
は
各
自
持
参
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
順
延

▼
申
問　

三
沢
市
テ
ニ
ス
協
会　

　
　

堀
内
（
☎
52
ー
６
２
９
７
）

 

か
ら
だ
ぴ
ん
ぴ
ん
教
室

元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
を

　

足
腰
の
ぴ
ん
ぴ
ん
貯
筋
体
操
と

お
口
の
元
気
ア
ッ
プ
体
操
で
介
護

予
防
に
取
り
組
み
ま
す
。

と　

き　

６
月
14
日
㈮
、
28
日
㈮

　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ　

総
合
社
会

　
　
　
　
　
　
　

福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

２
階
研
修
室

対　

象　

65
歳
以
上
の
方

　
　
　
（
要
介
護
認
定
者
を
除
く
）

定　

員　

20
人
程
度

参
加
料　

無
料

※
か
か
り
つ
け
の
医
師
な
ど
か
ら

　

運
動
を
制
限
さ
れ
て
い
る
方
や

　

こ
の
半
年
以
内
に
心
臓
発
作
・

　

脳
卒
中
を
起
こ
さ
れ
て
い
る
方

　

は
、参
加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
申
問　

介
護
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
８
２
）

 

手
弁
当
ま
な
び
講
座

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

 

絵
画
教
室

　

油
絵
を
基
礎
か
ら
学
び
ま
す
。

初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

と　

き　

７
月
９
日
㈫
、
８
月
８

　
　
　
　

日
㈭
、
９
月
６
日
㈮
、

　
　
　
　

10
月
４
日
㈮
、
11
月
７

　
　
　
　

日
㈭
、
12
月
12
日
㈭
の

　
　
　
　

13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

公
会
堂

定　

員　

15
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

１
回
１
５
０
０
円

 

あ
み
ぐ
る
み
教
室

　

自
宅
に
眠
っ
て
い
る
毛
糸
を

使
っ
て
、
世
界
に
一
つ
の
人
形
を

作
り
ま
す
。

と　

き　

７
～
12
月
の
毎
週
㈫

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

公
会
堂

定　

員　

10
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

無
料

▼
申
問　

公
会
堂

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
８
７
１
１
）

 

三
沢
少
年
剣
道
隊

幼
児
・
小
学
生
の
新
入
隊
員
募
集

と　

き　

毎
週
㈪
㈬
㈮
の

　
　
　
　
　
　

18
時
～
19
時
30
分

と
こ
ろ　

武
道
館　

剣
道
場

対　

象　

５
歳
以
上

会　

費　

月
２
０
０
０
円

※
防
具
の
貸
し
出
し
あ
り
ま
す
。

▼
申
問　

三
沢
少
年
剣
道
隊

代
表　

大
山
（
☎
53
ー
２
４
１
４
）

農
業
機
械
利
用
技
能
者
育
成
研
修

研
修
生
を
募
集
し
ま
す

　

大
型
特
殊
免
許
・
け
ん
引
免
許

（
農
耕
限
定
）取
得
を
目
指
し
ま
す
。

と　

き　

７
月
29
日
㈪
～

と
こ
ろ　

県
営
農
大
学
校（
七
戸
町
）

対　

象　

18
歳
以
上
で
普
通
免
許

　
　
　
　
（
け
ん
引
の
場
合
は
大

　
　
　
　

型
特
殊
免
許
）
を
取
得

　
　
　
　

し
て
い
る
農
業
者

申
込
締
切　

６
月
10
日
㈪

▼
申
問　

農
政
課
（
内
線
２
６
９
）

 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

出
場
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

と　

き　

６
月
16
日
㈰
９
時
～

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

種　

目　

男
・
女
ダ
ブ
ル
ス
、
シ

　
　
　
　

ン
グ
ル
ス（
ラ
ン
ク
別
）

参
加
料　

一
般　
　

１
５
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生
以
下
７
０
０
円

申
込
締
切　

６
月
７
日
㈮

▼
申
問　

市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

伊
藤　

勤
務
（
☎
51
ー
２
８
２
０
）

　
　
　

自
宅
（
☎
53
ー
３
０
４
７
）

　９月１日（日）、昨年に引き続き、東日本大震災からの復興を託し
て夢と希望を与えられる花火の打ち上げを企画しており、皆さまか
らの個人協賛と「メッセージ花火」を募集します。
　親しい方やご家族へ、誕生祝いや結婚祝い、愛の告白や復興への
想いをメッセージにして、夜空を彩る花火の美しさとともに伝えて
みませんか？

個人協賛　金　額　１口 3,000 円から（希望者は新聞などで配布する
　　　　　　　　　イベント広告に名前を掲載）
花　　火　金　額　１メッセージにつき 5,000 円
申込方法　協賛金　協賛金を持参の上、直接事務局に申し込み
　　　　　花　火　①氏名②電話番号③メッセージを FAX または　
　　　　　　　　　E-mail で事務局に送信
申込締切　７月 12 日（金）必着
申し込み・問い合わせ先
　みさわ港まつり協賛会事務局
　〔水産振興課内〕
　（☎ 53-5111 内線 512）FAX 52-7513
　E-mail　suisan@city.misawa.lg.jp

みさわ港まつり花火大会
個人協賛・メッセージ花火

大募集 !!

　老朽化が進み、自動車や歩行者に危険を及ぼす可能性があ
る、青い森鉄道三沢駅北側「浜街道踏切」の全面交換工事を
行います。これに伴い、「浜街道踏切」を工事期間である約１
カ月間、24時間通して通行止めします（歩行者は通行可）。
　ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

工 事 期 間　６月３日（月）9:00 ～７月７日（日）朝 6:00
工 事 場 所　青い森鉄道三沢駅　浜街道踏切

通行止め対象　自転車、バイク、自動車など
※歩行者は通行できますが、注意して横断してください。

★問い合わせ先　青い森鉄道株式会社　設備管理所八戸派出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（☎ 0178-20-9200）

INFORMATION
工事により「浜街道踏切」を通行止めします

　県民に広くスポーツ・レクリエーションの場を提供
する「県民スポレク祭」。三沢市では、幅広い年代が
楽しめる「武術太極拳」が開催されます！

日　　時　６月 30日（日）10:00 ～（受付 9:00 ～）
場　　所　武道館
大会内容　▷競技部門（音楽付個人・集団）、
　　　　　　健康福祉祭（ねんりんピック）予選
　　　　　▷「ゆったり体操」無料講習会
　　　　　▷交流部門
　　　　　▷全日本選手権大会等出場選手による演武
参 加 料　▶個人部門 1,000 円▶集団部門 2,000 円
　 　 　　▶交流部門    500円▶ジュニア部門   無料
　 　 　　▶講習会参加　無料
申込方法　参加申込書に必要事項を
　　　　　記入し、FAXでお申し込
　　　　　　みください。
申込締切　６月 12日（水）
※講習会は当日参加も可能です。

★申し込み・問い合わせ先
　三沢市武術太極拳連盟  スポレク祭実行委員長  中西
　（☎・FAX　0176-52-6875）

SPORTS
青森県民スポーツ・レクリエーション祭　武術太極拳

　航空自衛隊三沢基地では、航空自衛隊および三沢基地への
理解を深めていただくため、自衛隊航空機（航空自衛隊大型
輸送ヘリ「ＣＨ－ 47Ｊ」）への体験搭乗者を募集します。
期　　日　８月 17日（土）　※搭乗時間は 15分程度
場　　所　航空自衛隊三沢基地
対　　象　基地周辺に住む小学生以上の方（小学生は保護者同乗）
定　　員　約 100 人（応募多数の場合は抽選）
応募方法　往復はがきに以下の必要事項を明記の上、郵送で
　　　　　お申し込みください。
　　　　　（記載漏れがあった場合は対象外となります）
　　　　　往信用はがき（通信面）
　　　　　▶①住所②搭乗希望者（４人まで）の氏名および
　　　　　　フリガナ③年齢④職業⑤電話番号
　　　　　返信用はがき（宛名面）
　　　　　▶①搭乗希望者（代表者）の住所②搭乗希望者全
　　　　　　員の氏名　※裏面は白紙のまま
　　　　　７月中旬までに、返信はがきにて、
　　　　　搭乗の可否および詳細を
　　　　　ご連絡します。
応募締切　７月 19日（金）必着
★申し込み・問い合わせ先
　第３航空団司令部監理部渉外室広報班
　（☎ 53-4121 内線 3313）〒 033-8604 三沢市後久保 125-7

INVITE
自衛隊航空機の体験搭乗者を募集します
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木崎野温泉
ユニバース
　　三沢堀口店

スーパードラッグアサヒ

㈲堀ＧＳ

アイスアリーナ

㈱出雲

配布場所

広 告広 告

種 類 試験区分 採用人数 受験資格

警
察
官
Ａ

男性Ⅰ（10 月採用） 30 人程度 昭和 56 年４月２日以降に生まれた者で、学校教育法による大学を卒業した者または平成 25 年
９月 30 日までに卒業する見込みの者（人事委員会が同等の資格があると認める者を含む）女性Ⅰ（10 月採用） 3 人程度

男性Ⅱ（４月採用） 50 人程度 昭和 56 年４月２日以降に生まれた者で、学校教育法による大学を卒業した者または平成 26 年
３月 31 日までに卒業する見込みの者（人事委員会が同等の資格があると認める者を含む）女性Ⅱ（４月採用） 8 人程度

武道指導
（柔道・剣道） 各 2 人程度 「男性Ⅱ」・「女性Ⅱ」の受験資格を有し、柔道にあっては講道館が認定する段位３段以上、剣

道にあっては全日本剣道連盟が認定する段位３段以上の段位を有する者

受 付 期 限　６月 21日（金）
試 験 日 程　第一次試験：７月 14日（日）／青森市　第二次試験：８月下旬／青森市　※最終合格発表は９月上旬を予定
※詳細については、お問い合わせください。
★問い合わせ先　三沢警察署　総務課（☎ 53-3145 内線 211・212）

RECRUIT
警察官採用試験案内　～この正義、真剣勝負。～

　「三沢のまちを元気にしたい！」「輝かせたい！」と考えて
いる女性の参加者を募集します。
　今回は、以下をテーマに、具体的な情報発信
方法や事業の進め方などをみんなで考えていき
ます。また、今回のテーマ以外に三沢の魅力を
引き出したい方の参加も、お待ちしています。
▶地元の特産品を用いた料理と英会話のコラボレーション企画
▶「温泉」を活用した地域おこしイベントの企画
▶三沢の歴史、斗南藩と六十九種草堂から地元の魅力再発見

日　　時　７月～ 11月の毎月第２金曜日 18:00 ～ 20:00
場　　所　市民活動ネットワークセンターみさわ
　　　　　（旧ふれあいの館）
対　　象　市内在住または在勤で、三沢を元気にしたい女性
定　　員　20人程度（参加料は無料）
応募方法　郵送、電話、FAX、Eメールまたは直接
　　　　　①住所②氏名③年齢④連絡先をお知らせください。
応募締切　６月 28日（金）必着

★応募・問い合わせ先　広報広聴課 市民協働推進係（内線 345）
　FAX  52-5655　〒 033-8666 三沢市桜町１丁目 1-38
　E メール  koho@city.misawa.lg.jp

SEMINAR
女性の視点から、三沢の魅力を一緒に発見・発信してみませんか？

「まち・きらきらセミナー」参加者募集
　特定外来魚ブラックバスの脅威から在来魚を守り、生態系
を保全するために、釣りによる駆除作戦を実施します。ブラッ
クバスの試食体験も予定しており、作戦参加者には飲み物を
差し上げます。

日　時　６月８日（土）日の出～ 10:30（時間内で自由参加）
　　　　※試食体験は 8:00 ～無くなり次第、終了します。
場　所　市民の森　小田内沼
※当日は、釣り道具、長靴、防寒具などをご準備ください。
　餌は 7:00 から数量限定で提供します。
※ボート乗船での駆除サポートを希望の方は、６月５日（水）
　までにお申し込みください。

★ボート乗船の申し込み・問い合わせ先
　　　　　　　　　　NPO 法人マン・パワー（☎ 57-2322）

EVENT
ブラックバス駆除大作戦

▼
詳
し
く
は
、
八
戸
年
金
事
務
所

　
『
０
１
７
８
―
43
―
７
３
６
８
』
へ
。

▼
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　

も
ご
覧
下
さ
い
。

　

http://w
w

w
.nenkin.go.jp/

　
「
免
除
申
請
」
は
毎
年
必
要
で

す
か
？

Ｑ　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
等
の

サ
イ
ク
ル
（
始
期
と
終
期
）
は
、

７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
免
除
等

の
承
認
を
受
け
て
い
る
方
が
、
翌

年
７
月
以
降
も
引
き
続
き
免
除
等

の
承
認
を
得
る
た
め
に
は
、
原
則

と
し
て
毎
年
、
免
除
等
の
申
請
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
等
の
う
ち
、「
保
険
料
の
全

額
免
除
」
ま
た
は
「
若
年
者
納
付

猶
予
」
の
承
認
を
受
け
た
方
が
、

今
年
度
の
申
請
時
に
あ
ら
か
じ
め

翌
年
度
以
降
の
申
請
も
希
望
し
た

場
合
は
、
継
続
し
て
申
請
し
た
も

の
と
し
て
自
動
的
に
審
査
さ
れ
ま

す
の
で
、
翌
年
度
以
降
の
申
請
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。（
※
申
請
書

の
申
請
者
記
入
欄
「
は
い
」
に
○

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

あ
く
ま
で
も
「
保
険
料
の
全
額

免
除
」
ま
た
は
「
若
年
者
納
付
猶

予
」
の
承
認
を
受
け
た
方
に
限
ら

れ
ま
す
が
、
申
請
漏
れ
を
防
ぐ
た

め
に
は
有
効
な
方
法
で
す
。

Ａ

　市内で花植え活動をしている団体に、花の苗を無料でお配
りします。また、個人の方には花の苗を安価で販売します。

日 時　６月 15日（土）9:00 ～ 11:00
場 所　南山地内の武井氏所有の畑
※１団体おおむね 50本までとします。
※段ボールなどの箱をご準備ください。

　「みさわ花と緑の会」では会員を募集していますので、興味
のある方は、ぜひ見学にお越しください。

★問い合わせ先
　みさわ花と緑の会事務局　齋藤（☎ 54-4652）

SERVICE
花の苗を無料でお配りします

　わかりやすく楽しく中国語を学びます。授業は日本語です。
日 時　６月 17日、24 日、７月１日、８日、22日、29 日
　　　　　の月曜日 18:00 ～ 20:00（計６回）
場 所　国際交流教育センター
講 師　原  麗紗  氏
受 講 料　1,800 円
定 員　20 人（先着順）
申込方法　電話、ＦＡＸまたはＥメールで住所、氏名（ふり
　　　　　がな含む）、電話番号をご連絡ください。
申込期間　６月３日（月）～ 13日（木）
※受講料は、講座初日に現金でお支払いください。受講者の
　事情により講座を休んだり、途中で受講をやめた場合は返
　金できません。
※諸事情により上記日程や講師が変更になる場合があります。

★申し込み・問い合わせ先　みさわ国際交流協会
　〔国際交流教育センター内〕（☎ 51-1349）
　FAX  51-1211　Ｅメール　kokusai@city.misawa.lg.jp

LECTURE
中国語講座 （初級） のご案内

三沢市の歴史・文化を学ぼう
　市内にある歴史・文化の舞台を、バスで巡り学びます。
日　　時　６月 15日（土）9:00 ～ 16:00
集合場所　公会堂前
定　　員　親子 20組・一般 20人（先着順）
申込締切　６月 13日（木）17:00
三沢市の自然を学ぼう
　三沢市を形作った自然の力や、そこに生息する動植物につ
いて、バスで巡り学びます。
日　　時　７月６日（土）9:00 ～ 16:00
集合場所　公会堂前
定　　員　親子 20組・
　　　　　一般 20人（先着順）
申込締切　７月４日（木）17:00
※参加料はいずれも無料です。
★申し込み・問い合わせ先　生涯学習課（内線 379）

LECTURE
歴史民俗資料館  野外学習

　マナーやしつけなど、講師による指導をワン
ちゃんと一緒に体験してみませんか？

日 　 時　６月 15日（土）9:00 ～ 10:00（集合 8:50）
場 　 所　市民の森総合運動公園内ドッグラン会場
　　　　　　（軟式テニスコート）
受 講 料　無料
※当日はドッグランを無料開放します。
　（通常は 300 円 / 時間）

★申し込み・問い合わせ先
　市民の森　総合運動公園管理棟（☎ 59-2221）

LECTURE　市民の森  趣味の家  ふるさと塾

愛犬しつけ教室
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広 告広 告

　がん検診を推進するため、市内の委託医療機関において各
検診を無料で受けられるクーポン券などを、５月に対象者へ
送付しています。この機会に、ぜひ検診を受けましょう。

対　　象　子宮がん　　　　21・26・31・36・41歳の女性
　　　　　乳がん　　　　　41・46・51・56・61歳の女性
　　　　　大腸がん　　　　41・46・51・56・61 歳の男女
　　　　　　　　　　　　　　　（平成 26年３月 31日時点）
申込期間　６月 17日（月）～平成 26年３月 14日（金）
検診期間　６月 17日（月）～平成 26年３月 31日（月）
※現在、申込受付中の婦人科集団検診でも受診できます。
※詳細は対象者に直接郵送しているお知らせをご覧ください。

★申し込み・問い合わせ先　健康推進課（☎ 57-0707）

MEDICAL  INFORMATION
子宮がん・乳がん・大腸がん検診の
　　　   無料クーポン券などを送付しています

　６月中旬から、妊婦さんは、保健相談
センターが発行する受診券を利用して、
市が委託する市内の歯科医で歯科健診を
受けることができます。
　妊婦さん自身が歯科医を選ぶことがで
き、便利になります。また、歯の検査や
妊娠中における歯のアドバイスを受ける
ことができます。

対　象　平成 25年７月１日以降に出産予定の妊婦さん（一部除く）
　詳細については、対象となる妊婦さんに直接郵送するほか、
市ホームページ、マックテレビなどでお知らせします。

MEDICAL  INFORMATION
妊婦歯科健診が便利になります

　お子さんの健やかな成長と発達を促すとともに、ご家族の
子育てを支援するために、５歳児発達相談を実施します。
　小学校入学を前に、お子さんの発達について普段気になっ
ていることや心配なこと、悩んでいることなどがありました
ら、お気軽にご相談ください。
日　時　６月６日、７月４日、８月１日、
　　　　９月 12日、10月 31日、12月 12日、
　　　　平成 26年１月 16日、２月 27日の
　　　　各木曜日 13:30 ～（要予約）
場　所　保健相談センター
対　象　５歳児とその保護者

★申し込み・問い合わせ先
　健康推進課（☎ 57-0707）または市内の保育園・幼稚園

MEDICAL  INFORMATION
「５歳児発達相談」で子育てを支援します

　トレーニング器具で楽しく運動！標準体重を目指そう！

日 　 時　６月 16日、23日、30日、７月７日、14日
　 　 　　の日曜日 9:00 ～ 11:00（全５回）
場 　 所　三沢アイスアリーナ
対 象 者　18歳以上
参 加 料　2,000 円
定 　 員　15人（先着順）
申込締切　６月 15日（土）17:00

★申し込み・問い合わせ先
　三沢アイスアリーナ（☎ 57-2100）

SPORTS　チャレンジ！市民ひとり一芸一スポーツ

メタボ予防健康増進講座

　身近な人が倒れたら、落ち着い
て対応できますか？　
　万が一に備え、応急手当や救命
手当ての基礎知識を学びます。

LECTURE
市民の森  普通救命講習会

日 　 時　６月 26日（水）9:00 ～ 12:00
場 　 所　市民の森老人福祉センター（温泉）大広間
定 　 員　30人（先着順）
受 講 料　無料
※当日は、動きやすい服装でお越しください。
★申し込み・問い合わせ先
　市民の森老人福祉センター・温泉浴場（☎ 59-3388）

問い合わせ…保健相談センター　☎ 57-0707

歯と口の健康週間
　６月４日から 10 日は、歯と口の健康週間です。

健康に生きていく力を支える歯と口の健康を保持

し、歯科疾患を予防することが大切です。

三沢市の幼児はむし歯が多い！？

　三沢市では年々、むし歯のある幼児は減少してい

ますが、有病率や一人あたりのむし歯本数は、とも

に全国平均を上回っています。

成人の歯科の状況は…
　市で実施している妊婦歯科健診の受診率は、約

15％。そのうち 86％の人には、指導や治療が必

要です。症状としては、歯周疾患（81％）とむし

歯（61％）が多く見られます。

　また、定期的に歯科健診を受けている成人は

27％。特に妊婦のむし歯や歯周疾患は、早産や低

体重児出生の要因となる可能性があり危険です。妊

娠中から口腔内を良好に保つことは、妊婦自身だけ

でなく、子どもの歯科保健の向上にもつながります。

どんな歯科保健事業があるの？
　保健相談センターでは、年齢などに合わせた、さ

まざまな歯科保健事業を随時、実施しています。

　生涯を通じた歯の健康づくりに活用し、いつまで

もおいしく食べられる健康生活を心掛けましょう。

日　　時 場　　所

６月 20日（木）
10:00～ 12:00 おいらせ農業協同組合

13:30～ 16:00 三沢警察署

休  日  救  急  診  療
  ６月   ２日（日） 平山泰照皮ふ科医院 53-1255

  ６月   ９日（日） 下田診療所 0178-56-3116

  ６月 16 日（日） 中山内科医院 52-7752

  ６月 23 日（日） 石田温泉病院 0178-52-3611

  ６月 30 日（日） まつぞのクリニック 52-5050

  ７月   ７日（日） すずき小児科内科クリニック 52-6555

※ 17 時以降の夜間救急診療は当番制ではありません。

天間  柚希（ゆずき）ちゃん／９カ月

問い合わせ…保健相談センター　☎ 57-0707

内容・対象 月　日 時　間 場　所

母　
　
　

子

プレママクラス（母親教室） ６月５日（水）
          13:30 ～ 16:00

保健相談

センター

（受付 13:15 ～ 13:30）

＊予約制です。
内　容　マタニティピラティス・調理実習の選択制となります。
持ち物　母子手帳、バスタオル（ピラティス）、エプロン・三角巾（調理実習）

４カ月児健康診査 ６月 11日（火） 受付  12:45 ～ 13:15
＊ブックスタート事業（絵本の読み聞かせや絵本のプレゼント）があります。

親子すくすく広場 ６月 11日（火）
            9:30 ～ 11:30
（受付   9:30 ～ 10:00）

＊予約制です。
対　象　５～７カ月児
内　容　計測、ベビーマッサージ、育児相談など
持ち物　母子手帳、バスタオル

９～ 10 カ月児健康相談 ６月 12日（水） 受付   9:30 ～ 10:00

１歳６カ月児健康診査
（平成 23年 10月生まれの幼児） ６月 20日（木） 受付 12:45 ～ 13:15

２歳児歯科健康診査
（平成 23年１月生まれの幼児） ６月 12日（水） 受付 12:45 ～ 13:15

３歳児健康診査
（平成 21年 11月生まれの幼児） ６月 19日（水） 受付 12:30 ～ 13:00

▶乳幼児健診では、母子健康手帳・バスタオルなどを持参してください。
　１歳６カ月児・２歳児・３歳児健康診査では診査票などを忘れずに。
　体調不良や感染症などのときは受診をご遠慮ください。

▶親子すくすく広場、９～ 10 カ月児健康相談では、中学生のふれあい体験
　学習が併設されますので、ご協力をお願いします。

成　

人

栄養相談 随時受付（予約制）
一般健康相談 月～金曜日随時           8:30 ～ 16:30

こころのケア相談　　電話相談 ６月 13日（木）
        10:00 ～ 12:00
        13:00 ～ 15:00

　　　　　　　　　　面接相談 ６月 18日（火）         10:00 ～ 15:00
＊面接は前日までに要予約　☎ 57-0029（専用電話）

６月の 保健
だより

▶市民がん検診と同日に
　実施します。受診率は
　18％です。
▶歯周疾患の簡易検査で
　 は、 陽 性 が 89 ％。 特
　に 50 歳代男性が高い
　傾向にあります。
▶残存歯は平均で 22 本、80 歳では 15 本です。　
　8020（はちまるにいまる）運動の目標である 20
　本には達していません。

健診結果 割合
要精密検査 54％

要治療 14％
要指導 19％

異常なし 13％

成人歯科健診

むし歯有病率 24 年度 23 年度
市 市 県 国

１歳６カ月児 2.7％ 7.7％ 3.8％ 2.2％
２歳児 10.0％ 17.8％
３歳児 29.0％ 35.3％ 37.1％ 20.5％

健康は 食から 歯から 元気から

対　象 歯科保健事業

妊  婦 妊婦歯科健診（６月中旬から開始予定）

幼  児
１歳６カ月児健診、２歳児歯科健診、３歳児健診
※歯科健診と２歳・３歳児健診受診時、
　希望者にはフッ素塗布を実施

成  人 歯科健診、歯周疾患の簡易検査、フッ素洗口
体験

その他 保育園や幼稚園の４・５歳児と小学生を対象
にしたフッ素洗口など
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人 口 と 世 帯 数

■人口 41,930 人（＋ 96 人）・男 20,610 人（＋ 26 人）・女 21,320 人（＋ 70 人）　■世帯数 18,838 世帯（＋ 59 世帯）

－４月末現在－　※（　）内は前月との増減比較

広報みさわ６月号は 14,000 部発行し、1部あたりの印刷製本費は 47円です。

「
広
報
み
さ
わ
」
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
感
想
、取
り
上
げ
て
ほ
し
い
行
事
や
話
題
な
ど
、

皆
さ
ま
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ご
連
絡
は
広
報
広
聴
課
ま
で
。

「バレーボールの楽しさを伝えたい」

日本トップレベルのコートで活躍する
Ｖプレミアリーグ女子バレーボール選手姉妹

　

姉
・
果
歩
さ
ん
は
一
昨
年
の
５

月
、
東
レ
ア
ロ
ー
ズ
入
団
後
、
左

肘
に
大
け
が
を
負
っ
た
。
２
度
の

手
術
、２
年
も
の
治
療
に
、バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
諦
め
る
こ
と
も
考
え

た
。そ
ん
な
彼
女
を
支
え
た
の
は
、

「
果
歩
を
絶
対
に
コ
ー
ト
へ
戻
す
」

と
い
う
チ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
全
員
の

強
い
信
念
。
奇
跡
的
な
復
活
へ
支

え
導
い
て
く
れ
た
人
々
へ
の
感
謝

を
胸
に
、
彼
女
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
獲

得
と
リ
ー
グ
優
勝
を
目
指
す
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
レ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ

ツ
に
所
属
す
る
妹
・
果
奈
さ
ん
は

今
春
、
全
日
本
の
メ
ン
バ
ー
に
選

出
さ
れ
た
。
日
々
の
プ
レ
ー
の
中

で
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
周
囲

を
見
渡
せ
る
冷
静
さ
と
、
不
安
を

振
り
払
う
自
信
。
今
季
の
課
題
を

こ
の
夏
に
克
服
し
、
来
季
、
さ
ら

な
る
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
と

意
欲
を
見
せ
る
。

　

両
親
や
指
導
者
、
チ
ー
ム
メ
イ

ト
・
ス
タ
ッ
フ
、
市
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
協
会
な
ど
、
多
く
の
人
々
に
支

え
ら
れ
る
２
人
。
互
い
に
、
苦
楽

を
分
か
ち
合
え
る
仲
間
で
あ
り
、

優
勝
を
競
う
良
き
ラ
イ
バ
ル
で
も

あ
る
。
三
沢
か
ら
飛
び
立
っ
た
姉

妹
が
、
さ
ら
に
大
き
な
舞
台
で
共

に
活
躍
す
る
姿
が
待
ち
遠
し
い
。

　

５
月
、
県
内
初
の
Ｖ
プ
レ
ミ
ア

リ
ー
グ
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選

手
、
大
野
果
歩
さ
ん
・
果
奈
さ
ん

姉
妹
が
、
三
沢
市
に
帰
郷
し
た
。

　

両
親
の
影
響
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
始
め
た
双
子
の
姉
妹
は
、
小
・

中
学
校
の
時
か
ら
既
に
、
県
内
に

敵
な
し
と
言
わ
れ
た
ほ
ど
の
実
力

者
。
進
学
先
の
古
川
学
園
高
校
で

は
、
並
み
居
る
強
豪
を
倒
し
、
全

国
を
制
覇
。
現
在
は
、
そ
れ
ぞ
れ

名
門
実
業
団
に
入
り
、
日
本
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
選
手
た
ち
と
競
い

合
っ
て
い
る
。
大
き
く
強
く
成
長

し
た
彼
女
た
ち
だ
が
、
道
の
り
は

容た
や
す易
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

小
学
４
年
時
の
地
区
大
会
。
思

わ
ぬ
大
敗
を
喫
し
た
２
人
は
、
気

合
を
入
れ
直
す
た
め
に
、
ば
っ
さ

り
と
髪
を
切
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

厳
し
い
練
習
で
得
た
強
さ
で
、
さ

ら
に
『
勝
つ
こ
と
が
当
然
』
と
さ

れ
た
。
１
点
を
獲
る
こ
と
は
勝
利

へ
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
り
、
喜
び
を

あ
ら
わ
に
す
る
こ
と
は
少
な
か
っ

た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
の
子
ど
も

た
ち
に
「
元
気
を
出
し
て
、
楽
し

ん
で
ほ
し
い
」
と
彼
女
た
ち
は
話

す
。「
勝
つ
こ
と
も
大
事
だ
け
れ

ど
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
楽
し
さ
を

伝
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」。

こ
れ
か
ら
の
目
標
の
一
つ
だ
。

MISAWA  SPIRITS
地域を飛び立ち頑張る人々を紹介します

妹  大
お お の

野 果
か な

奈 さん

　三沢市淋代出身の 20 歳。
身長 181㎝。双子の姉・果
歩さんと共にバレーボール
を始め、旧淋代小、第二中
時、県内はもちろん、東北・
全国を舞台に活躍。古川学
園高校で成就した全国高校
総体制覇は、大きな思い出。
　現在は、実業団チーム・
NEC レッドロケッツの一員
として V プレミアリーグな
どで活躍。ポジションはセ
ンター。今春、全日本のメ
ンバーに選出された。ニッ
クネームは、出身地である
三沢から「サワ」。周囲を
見渡せる「冷静さ」と、不
安を振り払う「自信」を大
切に、さらなる力の発揮に
意欲を見せる。

姉  大
お お の

野 果
か ほ

歩 さん

　三沢市淋代出身の 20 歳。
身長 182㎝。旧淋代小、第
二中を卒業。両親がしてい
たソフトバレーをきっかけ
に、双子の妹・果奈さんと
共 に 小 学 ２ 年 か ら バ レ ー
ボールを始める。小学校か
ら県内で無類の強さを誇り、
中学で東北大会優勝。進学
した古川学園高校で全国高
校総体を制覇する。
　現在は実業団チーム・東
レアローズに所属し、ポジ
シ ョ ン は ウ イ ン グ ス パ イ
カー。ニックネームは「優勝」
から「ユウ」。５月に、２年
前の大けがから奇跡的に復
活した彼女。支えてくれた
人たちへの「感謝」を胸に、
さらなる活躍を決意する。
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